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じ
さ
せ
た
い
。」
と
い
う
先
生
方
や
保
護
者
の

方
々
の
思
い
に
応
え
た
も
の
で
、
ヒ
ノ
キ
の
間

伐
木
を
使
っ
て
の
ノ
コ
ギ
リ
体
験
や
鉛
筆
立
て

作
り
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
学
校
の
周
囲
の
山
々
が
雪
化
粧
を

す
る
程
の
寒
空
で
し
た
が
、
児
童
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
と
元
気
な
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
飛
び
交

い
、
寒
さ
も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
う
ほ
ど
、
と
て

も
賑
や
か
な
授
業
と
な
り
、
ノ
コ
ギ
リ
体
験
や

鉛
筆
立
て
作
り
で
は
、
児
童
の
皆
さ
ん
が
、
慣

れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
ノ
コ
ギ
リ

を
使
い
、
時
折
、
父
母
の
方
々
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
こ
の
世
に
ひ
と
つ
だ
け
の
鉛
筆
立
て
作

り
に
取
組
み
、
無
事
、
児
童
の
数
と
同
じ

六
十
五
個
の
鉛
筆
立
て
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で
は
、
校
庭
の
林

や
庭
園
内
の
宝
物
さ
が
し
を
行
い
、
親
子
が
ひ

と
つ
に
な
っ
て
、
協
力
し
な
が
ら
、
自
然
と
ふ

れ
あ
い
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

 ［
東
信
署
］
十
一
月
二
十
六
日（
金
）、「
長
野
県

作
業
路
作
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
検
討
委
員
会

（
委
員
長
：
酒
井
秀
夫
東
京
大
学
大
学
院
農
学

生
命
科
学
研
究
科
教
授
）」
に
よ
る
現
地
視
察

が
長
野
県
上
田
市
菅
平
国
有
林
の
森
林
環
境
保

全
整
備
（
保
育
間
伐
活
用
型
）
事
業
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
長
野
県
で
は
、
現
場
で
事
業
を
実

行
す
る
技
術
者
の
技
術
の
向
上
と
森
林
整
備
の

推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
長
野
県
森

林
整
備
作
業
路
作
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
す

る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
南
北
に
長
く
、
ま

た
地
質
・
地
形
条
件
も
複
雑
で
あ
る
長
野
県
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
、県
内
全
域
で
共
有
で
き
、

か
つ
山
を
壊
す
こ
と
な
く
、
長
期
間
使
用
で
き

る
道
づ
く
り
の
作
設
技
術
を
と
り
ま
と
め
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
視
察
が
行
わ
れ
た
現
地
は
、
本
年
度
、

信
州
上
小
森
林
組
合
が
「
低
コ
ス
ト
路
網
・
高

効
率
作
業
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
請
負
事
業
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
で
、
視
察
に
お
い
て
は
、
東
信

署
（
署
長
、
間
伐
推
進
企
画
官
）
か
ら
事
業
の

概
要
及
び
作
業
路
作
設
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

ま
た
、
事
業
の
実
行
担
当
者
で
検
討
委
員
会
委

員
で
も
あ
る
信
州
上
小
森
林
組
合
の
中
村
武
志

さ
ん
か
ら
路
網
作
設
の
実
行
状
況
に
つ
い
て
説

明
を
行
い
、
実
際
の
路
網
の
作
設
状
況
等
を
踏

ま
え
た
現
地
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
南
木
曽
小
学
校
三
年
生
三
十 

五
名
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
に
伴
う
森

林
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
森
林
教
室
は
小
学
校
の
総
合
学
習
の
一

ネイチャーゲームの様子

長
野
県
作
業
路
作
設
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
検
討
委
員
会
が
現
地
視
察

南
木
曽
町
の
森
林
に
つ
い
て
学
ぶ

︱
南
木
曽
小
学
校
ふ
る
さ
と
学
習
を
実
施
︱

中野小学校の出前授業（記念写真）

実際の路網作設状況を踏まえ視察

検討委員会の現地検討の様子
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環
で
当
支
署
に
依
頼
が
あ
り
、
十
月
二
十
日

（
水
）に
南
木
曽
国
有
林
に
お
い
て
自
然
散
策
を

兼
ね
な
が
ら
、
森
林
の
役
割
や
大
切
さ
を
伝
え

る
な
ど
し
な
が
ら
、林
道
沿
線
の
草
や
葉
で「
森

の
万
華
鏡
づ
く
り
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
四
日（
木
）に
は
賤
母
国
有
林

「
檜
皮
の
森
」
に
お
い
て
、
伝
統
文
化
財
の
建

物
の
屋
根
に
利
用
さ
れ
て
い
る
檜
皮
の
採
取
の

様
子
を
、
公
益
社
団
法
人
全
国
社
寺
等
屋
根
工

事
技
術
保
存
会
の
案
内
で
見
学
し
ま
し
た
。

　

原
皮
師
に
よ
る
ぶ
り
縄
を
使
っ
た
木
登
り
の

実
演
、
檜
皮
を
採
寸
す
る
作
業
の
見
学
や
子
供

た
ち
自
ら
ぶ
り
縄
を
使
っ
て
の
木
登
り
の
体
験

な
ど
を
行
い
、
続
い
て
、
三
殿
土
場
に
移
動
し

て
、
並
べ
ら
れ
た
木
材
の
様
子
を
見
学
し
て
、

森
林
・
林
業
の
大
切
さ
を
学
ん
で
森
林
教
室
を

終
了
し
ま
し
た
。

  

児
童
か
ら
の
感
想
は
「
ぶ
り
縄
で
三
十
㍍
も

登
る
の
で
す
ご
い
な
あ
と
思
っ
た
」「
ヒ
ノ
キ

の
皮
に
油
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

南
木
曽
支
署
と
し
て
「
檜
皮
の
森
」
を
は
じ

め
と
し
た
「
木
の
文
化
を
支
え
る
森
づ
く
り
」

な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
森
林
環
境
教

育
を
今
後
も
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積

極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
十
一
月
三
日（
水
）、
南
木
曽

町
制
施
行
五
十
周
年
事
業「
伊
勢
山
記
念
登
山
」

を
南
木
曽
支
署
主
催
で
三
殿
向
国
有
林
に
お
い

て
開
催
し
、
南
木
曽
町
住
民
五
十
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

伊
勢
山
は
木
曽
川
右
岸
に
位
置
し
、
身
近
な

山
で
は
あ
り
ま
す
が
、
登
山
道
も
な
い
こ
と
か

ら
登
る
こ
と
が
で
き
な
く
、
町
内
か
ら
見
上
げ

る
存
在
で
し
た
。

　

伊
勢
山
の
登
り
口
は
そ
の
昔
、
柿
其
地
区
か

ら
田
立
地
区
へ
抜
け
る
柿
其
峠
と
し
て
、
古
道

が
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
利
用

す
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
森
林
官
発
案
に
よ
り
柿
其
森

林
事
務
所
の
職
員
が
森
林
整
備
に
伴
い
歩
道
を

整
備
す
る
中
で
、
住
民
の
方
々
に
親
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
計
画
を
実
施
し
た
も
の
で
、
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
当
支
署
、
南
木
曽
町
な
ど
関

係
機
関
が
協
働
す
る
中
で
準
備
や
運
営
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
御
嶽
山
が
雪
化
粧
を
す
る
な
ど
肌

寒
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
前
日
の
雨
模
様

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
参

加
者
は
晩
秋
の
登
山
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
近
く
に
登
山
を
楽
し
め
る

ぶり縄を使った木登り体験

森の万華鏡の材料を採取

南
木
曽
町
制
施
行
五
十
周
年
事
業

�

地
域
住
民
と 「
伊
勢
山
登
山
」

山頂から町を望む参加者

参加者全員で記念撮影 山頂からの景色（南木曽支署も確認できます）
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と
こ
ろ
が
あ
り
、
よ
か
っ
た
」「
伊
勢
山
は
身

近
で
あ
り
一
回
は
登
っ
て
み
た
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
も
出
さ
れ
、
地
域
か
ら
感
謝
さ
れ
る
な

ど
、
多
く
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
う
い
っ
た
地
域
と
の
関
わ
り
や
地

域
目
線
を
大
切
に
し
な
が
ら
諸
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
十
一
月
十
三
日（
土
）、
今

年
度
最
後
と
な
る
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
事
業
を
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
管
内
の
八

曽
国
有
林
に
お
い
て
、「
林
内
に
光
を
取
り
込

み
元
気
な
林
に
育
て
よ
う
」
と
し
て
間
伐
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

間
伐
作
業
は
、森
林
整
備
の
充
実
感
か
ら
か
、

毎
年
人
気
の
企
画
で
す
が
、
安
全
と
区
域
面
積

の
関
係
か
ら
、
募
集
人
数
が
限
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
今
回
も
十
五
名
の
募
集
に
対
し
三
十
八

名
の
応
募
が
あ
り
、
抽
選
に
よ
る
選
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
絶
好
の
作
業
日

和
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
作
業
の
方
法
、
安
全
に
つ
い
て
の
説

明
の
あ
と
、
三
班
に
分
か
れ
て
の
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
現
地
は
傾
斜
が
あ
る
た
め
、
足
元
に

注
意
し
な
が
ら
、
伐
倒
方
向
を
定
め
て
行
い
ま

し
た
が
、ほ
と
ん
ど
か
か
り
木
と
な
っ
た
た
め
、

木
回
し
を
使
っ
て
の
処
理
と
手
鋸
で
の
作
業
に

汗
を
か
き
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
伐
採
、
玉
切
り
し
た
も
の
を
搬

出
し
ま
し
た
。
肩
に
担
い
で
の
搬
出
に
、
最
後

の
一
汗
を
か
い
て
い
た
だ
き
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
も
っ
と
伐
り
た
か
っ
た
」、

「
来
年
も
同
じ
作
業
が
し
た
い
」
な
ど
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
搬
出
し
た
丸
太
は
、
来
年

度
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
木
工
ク
ラ
フ
ト
な
ど
に
有

効
利
用
す
る
予
定
で
す
。

点
在
す
る
国
有
林
で

幅
広
く
業
務
を
実
施

［
愛
知
森
林
管
理
事
務
所
豊
橋
森
林
事
務
所
］

　

豊
橋
森
林
事
務
所
は
、
愛
知
県
東
三
河
の
中

心
都
市
「
豊
橋
市
」
に
位
置
し
、
中
部
局
管
内

最
南
端
に
位
置
す
る
豊
橋
国
有
林
を
は
じ
め
と

し
て
豊
橋
市
・
岡
崎
市
・
新
城
市
に
点
在
す
る

七
箇
所
の
国
有
林
約
二
、四
〇
〇
㌶
と
官
行
造

林
地
二
五
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
国
有
林
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
都
市
近
郊

林
で
あ
る
た
め
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

豊
橋
市
や
浜
松
市
か
ら
多
く
の
ハ
イ
カ
ー
が
訪

れ
ま
す
。
ま
た
、
民
家
等
が
国
有
林
と
隣
接
し

て
い
る
箇
所
も
多
く
国
有
林
の
保
全
管
理
に
は

注
意
を
払
い
ま
す
。

　

作
業
班
は
臨
時
を
含
め
二
名
で
、歩
道
修
理
、

森
林
調
査
、
境
界
管
理
、
防
火
対
策
等
の
森
林

保
全
管
理
業
務
や
林
道
維
持
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
温
暖
な
地
域
に
属
す
る
た
め
天
然
林
で

は
シ
イ
・
カ
シ
･
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
高
木
、
林
内

に
サ
カ
キ
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹

が
繁
茂
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
硬
い
木
本
類
の

刈
払
作
業
が
多
く
、
ま
た
、
ア
カ
マ
ツ
な
ど
の

枯
立
木
伐
倒
作
業
な
ど
、
適
切
な
振
動
機
械
の

使
用
と
と
も
に
確
実
に
安
全
作
業
を
行
う
よ
う

十
分
注
意
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
毎
朝
当

日
の
作
業
・
行
動
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
市

街
地
に
所
在
す
る
事
務
所
か
ら
現
場
ま
で
多
岐

に
変
化
す
る
道
路
状
況
に
応
じ
て
交
通
安
全
五

則
を
遵
守
し
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
台
風
十
八
号
の
襲
来
に
よ
り
、
風
倒

森
林
被
害
が
発
生
し
、
そ
の
調
査
及
び
処
理
に

は
大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
今
の
と
こ

ろ
自
然
災
害
も
な
く
„
ホ
ッ
＂
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ひ
と
ま
ず
「
年
度
内
無
事
故
・
無
災
害
」
を

森
林
事
務
所
三
名
の
目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

十
一
月
一
日
付

▽�

東
信
森
林
管
理
署
業
務
第
二
課
付
（
東
信
署

業
務
第
二
課
森
林
育
成
係
長
）�

鎌
倉　

浩
一

�

十
二
月
一
日
付

▽�

北
信
森
林
管
理
署
業
務
課
森
林
ふ
れ
あ
い
係

長
（
北
信
署
業
務
課
付
）�

百
瀬　
　

結

▽�

東
信
森
林
管
理
署
業
務
第
一
課
森
林
ふ
れ
あ

い
係
長
（
東
信
署
業
務
第
一
課
付
）

�

下
城
さ
お
り

◎
民
有
林
治
山
事
業
打
合
会
議

　

１
月
６
〜
12
日　

長
野
市
（
局
）

◎
事
業
担
当
課
長
会
議

　

１
月
17
〜
18
日　

林
野
庁  

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

人
の
う

ご
き

第
十
五
回
Ｎ
Ｃ
Ｆ
事
業

伐倒の指導を受ける参加者の皆さん

境界刈払を行う職員
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中信森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

68

しろ うま だけ

有明山有明山有明山

風景紀行

有
明
山

 

［
中
信
署
］
長
野
県
安
曇
野
市
の
中
房
国
有
林

に
あ
る
有
明
山
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
前
衛
に
位

置
し
、「
北
岳
」「
中
岳
」「
南
岳
」
の
三
峰
か
ら

成
り
立
ち
ま
す
。
三
角
点
は
北
岳
と
中
岳
の
間

に
あ
り
、
標
高
は
二
、二
六
八
㍍
と
そ
れ
ほ
ど

高
い
山
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
曇
平
か
ら
見

え
る
姿
が
富
士
山
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
「
有

明
富
士
」「
安
曇
富
士
」
ま
た
は
「
信
濃
富
士
」

な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

古
来
よ
り
歌
枕
と
し
て
「
か
た
し
き
の
衣
手

寒
く
時
雨
つ
つ
有
明
山
に
か
か
る
白
雲
」
と
和

歌
に
歌
わ
れ
、「
安
曇
節
」
の
一
節
に
「
な
に

を
思
案
の
有
明
山
に
小
首
か
し
げ
て
出
た
ワ
ラ

ビ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
昔
か
ら
地
元
の

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
山
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
明
山
に
は
伝
説
が
あ
り
、
天
照
大

神
が
岩
戸
に
籠
も
っ
て
天
下
が
暗
闇
に
な
っ
た

と
き
、
手
力
雄
命
が
そ
の
岩
戸
を
投
げ
、
こ
の

地
に
落
ち
た
岩
が
山
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
際
、
天
下
が
再
び
明
る
く
な
っ
た
こ

と
が
山
名
の
由
来
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
た
め
、
山
岳
信
仰
の
山
と
し
て
も
知
ら

れ
て
お
り
、
山
麓
に
は
有
明
山
神
社
が
置
か

れ
、
山
頂
に
も
奥
社
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
七
月

に
は
神
社
主
催
の
参
拝
登
山
も
行
わ
れ
て
お

り
、
多
く
の
人
々
が
奥
社
ま
で
参
拝
を
し
て
い

ま
す
。　

山
頂
ま
で
は
、
黒
川
沢
を
登
る
「
表

参
道
」、
県
道
中
房
線
（
通
称
）
の
終
点
付
近

か
ら
登
る
「
裏
参
道
」、
松
川
村
の
馬
羅
尾
国

有
林
か
ら
登
る
「
松
川
コ
ー
ス
」
の
三
つ
の

ル
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
の
登
山
道
も
急
峻
で
、
登
山
口
か
ら
山
頂

ま
で
は
四
時
間
か
ら
五
時
間
以
上
は
掛
か
り
、

避
難
小
屋
等
も
無
い
た
め
、
体
力
に
自
信
が
な

い
方
や
山
登
り
初
心
者
に
は
、
ち
ょ
っ
と
難
し

い
山
で
す
が
、
登
山
道
沿
い
に
は
小
さ
な
滝
が

い
く
つ
も
あ
り
、
山
頂
か
ら
は
北
ア
ル
プ
ス
の

燕
岳
や
大
天
井
岳
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
六
月
頃
に
は
ピ
ン
ク
や
白
色
の
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
花
が
咲
き
、
登
山
者
の
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

（
所
在
地
）
長
野
県
安
曇
野
市
穂
高
有
明

○
表
参
道
口

　

豊
科
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
一
四
七
号
を
経
て

　

中
房
方
面
へ

　

有
明
山
神
社
か
ら
車
で
約
五
分

○
裏
参
道
口

　

表
参
道
口
よ
り
さ
ら
に
中
房
方
面
へ

　

�

県
道
中
房
線
（
通
称
）
終
点
の
登
山
者
用
駐

車
場
へ

　

有
明
山
神
社
か
ら
車
で
約
三
十
分

　

※�

県
道
中
房
線
（
通
称
）
は
、
十
二
月
上
旬

か
ら
四
月
下
旬
ま
で
冬
期
間
閉
鎖

○
松
川
ル
ー
ト

　

�

豊
科
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
一
四
七
号
を
経
て

松
川
村
馬
羅
尾
キ
ャ
ン
プ
場
方
面
へ

　

�

Ｊ
Ｒ
大
糸
線
「
信
濃
松
川
駅
」
か
ら
車
で
約

二
十
分

麓から望む有明山

妙見滝（表参道）

白河滝（表参道）たる沢の滝（裏参道）不動滝（松川コース）


